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あらまし 拡張性を有する学習支援システム ELECOA による作問学習支援環境構築の検討について述

べる．ELECOA の特徴は，教材オブジェクトと呼ぶプログラムモジュールを追加することで，機能拡

張性とコンテンツ再利用性を両立させた柔軟な学習環境を提供することにある．今回は教材オブジェク

トの動的生成機能など，作問学習に必要な機能検討を行った結果を報告する． 
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1. はじめに

筆者らは，機能拡張性とコンテンツ再利用性の両立

を目的とした学習支援システム ELECOA 
(Extensible Learning Environment with 
Courseware Object Architecture)を提案してきた．

ELECOA は，教材オブジェクトと呼ぶプログラムモ

ジュールの追加によってインクリメンタルな機能拡張

が可能な枠組みを実現している．これまでに，独習型

環境への適用としてSCORM 2004規格およびその拡

張機能の実装を行った(1)．また，Learning Design (LD)
規格(2)をベースとしたグループ学習環境への適用の検

討を進めてきた(3)．本稿ではグループ学習への適用の

一環として作問学習をとりあげ(4)，現状を報告する． 

2. ELECOAのグループ学習への適用

図1にELECOAの構成の概要を示す．学習制御の

ために，教材オブジェクトと呼ぶプログラム部品を連

動させる．各学習者に対して，SCORM規格のコンテ

ンツ構造やLD規格のアクティビティ構造に対応する

階層型（木構造型）の制御構造が割り当てられる．教

材オブジェクトは，木構造の各ノードに配置される(1)．

各教材オブジェクトは，親子の教材オブジェクトと通

信しながら，自身の配下のどの子ノードを提示するか

などの制御を行う． 

グループ学習の場合は，図1に示すように，教材オ

ブジェクトが，他の学習者の教材オブジェクトと情報

交換を行ない，複数の学習者の学習状況を勘案しなが

ら個々の学習者の学習の流れを制御する．  

 
図1 ELECOAに�るLD��の実� 

3. 作問学習の実現

本研究で対象とする作問学習は，グループ学習の課

題として，複数の学習者が問題を作成・共有・レビュ

ーする形態である(5-6)．このために必要とされる機能は，

「問題の動的な追加と修正」，「問題に付随する議論の

追加と制御」である．前者は，作問学習環境に特有の

機能である． ELECOAでは，階層型の学習制御構造，

および，学習資源は，学習開始時にすべて定義されて
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いることを前提としていた．しかし，作問学習では，

学習者が動的に問題を作成し，それらを相互に共有・

修正する機能が必要となる．後者は，これまで実現し

たグループ学習と同様の機能である．しかし，作問学

習では，学習方略によって，問題作成者と他の学習者・

教員の役割が異なっていて，議論の順序に制限が加わ

ることもある(6)．したがって，問題ごとに異なる議論

の制御が求められる． 
以上に基づき，作問学習のための教材オブジェクト

の検討を行った．教材オブジェクトの構成を図 2 に，

実装したシステムの画面を図3に示す．学習に参加し

ているすべての学習者に図2に示す構造が割り当てら

れる．問題リスト教材オブジェクトは，問題の新規作

成，一覧，選択といったコマンドを受け取る．問題の

新規作成の場合，問題リスト教材オブジェクトは，配

下に新たな問題教材オブジェクトを生成する．問題教

材オブジェクトは，問題編集，問題閲覧などのコマン

ドを実行する．議論教材オブジェクトは，コメント編

集，コメント閲覧などのコマンドを実行する．議論の

制御は，問題教材オブジェクトと議論教材オブジェク

トの内部の状態遷移マシンで行われる．これにより，

例えば，作問者は他学習者や教員にコメントを求める

が，問題の修正は必ず作問者自身が行う，といった制

御が可能となる． 

4. まとめ

拡張性を有する学習支援システムELECOAの作問

学習への適用について述べた．今後，作問学習に必要

な議論制御などのバリエーションの拡大や，独習型環

境と統合した実用的なシステムの実現を目指す． 
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